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Ⅰ．センター⻑あいさつ 
 
南 康博 
生理学・細胞生物学講座 細胞生理学分野 教授 
 
 シグナル伝達医学研究展開センター（CSMI: Center for Cell Signaling and 
Medical Innovation）は、神⼾⼤学機能強化事業における中核センターとして
平成 28 年 4 月 1 日に設置されました。令和 2 年度は設置後 5 年目であり、こ
れまでの活動の評価、見直しを行い、第 3 期中期目標・中期計画の最終年度
である次年度に向けた取り組みがもとめられる時期でもありました。 

令和 2 年度は開始早々から新型コロナウイルスのパンデミック、そして緊
急事態宣言が発出され、1 年間を通して新型コロナウイルス対策に追われ、教
育研究活動においても様々な制限・制約が設けられ、研究活動にも⼤きな支障
をきたしました。その結果、講義、講演、研究打合せなどのリモート化、さら
にはデジタル化が促進されるという教育研究面においても変容が見られまし
た。新型コロナウイルスについての研究では、CSMI のメンバーである臨床ウ
イルス学分野（感染症センター）の森康子先生らが、兵庫県との連携による抗体疫学研究や AMED の研究プロ
ジェクトに参加し、精力的に活動を行っております。 
 令和 2 年度は新型コロナウイルスの感染拡⼤による影響を受けた 1 年間でありましたが、そのような状況の
中での CSMI の活動等を振り返ってみたいと思います。上半期には、例年と同様、若手研究者の研究活動を支援
するために令和 2 年度「若手共同研究プロジェクト（競争的共同研究費助成）」の募集を行いました。応募件数
は 8 件（新規 7 件、継続 1 件）であり、例年に比べ応募件数の増加が見られ、この若手研究者支援事業が CSMI
内に加え、当研究科内で浸透してきたようです。アドバイザリーボード（外部評価委員）の先生方による厳正な
審査の結果、4 件（新規 3 件、継続 1 件）が採択されております。アドバイザリーボードでは、竹市雅俊先生
（理研 BDR）の後任として、新たに⻄⽥栄介先生（理研 BDR センター⻑）にご着任いただきました。また、令
和 2 年 11 月 4 日には、前年度に採択された 3 件（3 組）の共同研究プロジェクトの進捗報告会をオンラインに
て開催いたしました。例年同様、アドバイザリーボードの先生方から本質を突いた的確かつ建設的なご質問、
ご意見をいただき、報告者および参加者にとって⼤変貴重な機会となりました。本事業による研究成果として、
令和元年度、令和 2 年度には J. Virol.誌、PLoS Pathog.誌などに発表されており、今後さらに若手研究者による
共同研究の成果が結実していくことを期待いたしております。なお、令和 2 年度に採択された 4 件の若手共同
研究プロジェクトについては、令和 3 年度上半期に進捗報告・評価会が開催される予定となっております。令
和 2 年度下半期には、例年に引き続き、若手研究者の交流や啓蒙を目的とした第 3 回リトリート「若手道場」
を令和 3 年 2 月 4、5 日にオンライン（Zoom & Remo）にて開催いたしました。今回は仁⽥亮先生にオーガナ
イザーをお願いし、若手道場実行委員（若手教員）とともに、若手研究者（⼤学院生）が中心となって運営いた
しました。特別講演では、胡桃坂仁志先生（東京⼤学定量生命科学研究所・教授）ならびに須⽥年生先生（熊本
⼤学・卓越教授/シンガポール国立⼤学医学部教授/シンガポールがん科学研究所・シニア PI）をお招きし、そ
れぞれエピジェネティック制御および造血幹細胞についてのこれまでの卓越したご研究を成功体験に加え、失
敗談も含めてお話しいただきました。参加した⼤学院生（博士・修士課程）計 35 名（6 名留学生）の内、21 名
も研究発表を行い、活発な質疑応答を通して自身の研究を深く考察する機会を得たようです。また、交流会に
おいては研究上の悩み、キャリアパス等について胡桃坂先生、須⽥先生に相談する機会をいただきました。 
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また、令和3 年3 月22 日には「第3 回神⼾⼤学・理研 BDR 合同シンポジウム Development and Disease」を

オンラインにて開催いたしました。今回は神⼾⼤学では内匠透先生にオーガナイザーを担当いただき、神⼾⼤
学、理研 BDR からそれぞれ 3 名の演者が講演し、活発な議論が行われました。基調講演では竹市雅俊先生に”
がんにおける細胞間接合“というタイトルでお話しいただき、その後、20 題のポスター発表が行われました。 

最後になりますが、令和 2 年度における CSMI でのメンバーの交代（着任、離任）などについて言及させてい
ただきます。令和元年度になりますが、令和 2 年 3 月末に「創薬・医療機器」分野の齊藤尚亮先生（前、バイ
オシグナル総合研究センター・教授、現、名誉教授）が早期退職され、CSMI を離任されました。また、令和 2
年 9 月からは、「創薬・医療機器」分野に佐々木良平先生（放射線腫瘍学分野・教授）に、「脳こころ」分野に古
和久朋先生（保健学研究科・教授）にご参加いただいております。令和 2 年度には「代謝」分野の高橋裕先生
が奈良県立医科⼤学糖尿病・内分泌内科学講座教授に、また「免疫・炎症」分野の森信暁雄先生が京都⼤学⼤学
院医学研究科内科学講座臨床免疫学教授にご着任され、現在は客員教授としてセンターのメンバーに加わって
いただいております。また、「創薬・医療機器」分野の飯島一誠先生（前、小児科学分野・教授、現、名誉教授）
ならびに「免疫・炎症」分野の錦織千佳子先生（前、皮膚科学分野・教授、現、名誉教授）が令和 3 年 3 月末
をもって定年退職され、CSMI を離任されました。現在、飯島先生は兵庫県立こども病院院⻑として、錦織先生
は iPS 細胞応用医学分野・特命教授としてご活躍されており、引き続き、CSMI をご支援いただきたく存じます。
第 3 期中期目標・中期計画の最終年度である令和 3 年度もウィズコロナの時代が続くものと思われ、教育研究
活動でも幾分沈滞したムードが漂っております。一方、令和 3 年度からは神⼾⼤学は藤澤正⼈新学⻑（現、
医学研究科⻑）のもとで新たな舵取りが始まります。CSMI および医学研究科が一丸となってこの沈滞ムードを
払拭し、神⼾⼤学の新たな船出に貢献できることを祈念いたしております。 

  

がん  代謝  脳こころ  免疫・炎症  創薬・医療機器  再⽣医学 
南（康） 

(医) 
センター⻑ 

 平⽥ 
（医） 

副センター⻑ 

 内匠 
（医） 

副センター⻑ 

 森（康） 
（医） 

 福本 
（医） 

 ⻘井 
（イノベ） 

掛地 
（医） 

 小川 
（医） 

 匂坂 
（医） 

 児玉 
（医） 

 飯島 
（医） 

 榎本 
（医） 

鈴木 
（医） 

 仁⽥ 
（医） 

 古屋敷 
（医） 

 勝二 
（医） 

 佐々木 
(医) 

 ⿊⽥ 
（医） 

的崎 
（医） 

 木⼾ 
（保） 

 松本 
（医） 

 錦織 
（医） 

 藤澤 
（医） 

 ⻄ 
（医） 

横崎 
（医） 

 高橋 
（客） 

 森（正） 
（医） 

 ⻲岡 
（保） 

 南（博） 
（医） 

  

伊藤 
（バイオ） 

   古和 
（保） 

 森信 
（客） 

 島 
（イノベ） 

  

石川 
(特命助教)   

   森（正） 
（保） 

   槇野 
(特命助教) 

  

    白藤 
(特命助教) 

    
 

  

アドバイザリーボード 
（敬称略） 
春日 雅⼈ 

(朝日生命成⼈病研究所） 
熊ノ郷 淳 
(⼤阪⼤学） 
中釜 ⻫ 

(国立がん研究センター） 
⻄⽥ 英介 
(理研BDR） 
濱⽥ 博司 
(理研BDR） 
米⽥ 悦啓 

(医薬基盤･健康･栄養研究所） 

専任教員  兼任教員 
（自助配置） 

 分野⻑  運営委員 *赤色下線 
センター⻑ １名 副センター⻑ 2 名 

組織図 
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Ⅱ．新規参加メンバーの紹介 

佐々木 良平 
内科系講座 

放射線腫瘍学分野 教授 

2018 年 2 月より内科系講座 放射線腫瘍学分野 教授を拝命しています。放射線腫
瘍医の専門医・学位取得の後に MD Anderson Cancer でミトコンドリアゲノム
Instability に対するp53 の役割の解明、FDG-PET の肺癌における予後予測因子等の研
究を行い、帰国後には吸収性スペーサー等の医療機器開発、還元型コエンザイムQ10
を用いた放射線照射に対する消化管防護効果、超高線量率照射に対する生物学反応、
金属ナノ粒子の放射線増感効果などの研究に携わって参りました。その中でもポリ
グルコール酸縫合糸を用いたスペーサーの開発はクラス IV の医療機器であり、世界
初の不織布型吸収性スペーサーとして薬事承認を経て、保険承認を得た臨床応用に
成功しています。今後も様々な着想を提案し、基礎教室との連携を深め、当センター
のより一層の発展に尽力する所存です。宜しくお願い申し上げます。 

 

古和  久朋 
保健学研究科 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学領域 教授 

平成 29 年 1 月より神⼾⼤学⼤学院保健学研究科 リハビリテーション科学領域 教
授を拝命しました古和  久朋（こわ ひさとも）と申します．平成 7 年東京⼤学医
学部医学科を卒業し神経内科専門医取得後に⼤学院に進学し，岩坪 威教授の研究
室でアルツハイマー型認知症を中心として超微形態も含めた神経病理学的研究に
従事しました．マサチューセッツ総合病院に留学（Hyman 研）の後，平成 22 年 4
月より神⼾⼤学にてお世話になっております．認知症の診断と治療介⼊を早期より
可能となるよう神⼾市の認知症診断助成制度ならびに事故救済制度（認知症神⼾モ
デル）の立ち上げに専門家委員として参加した他，認知症予防のエビデンス確立を
目指した介⼊研究を丹波市とともに実施中です．前臨床期から重度に至るまで，認
知症の各ステージで必要な治療，介⼊の実現を目指すことで，当センターの発展に
貢献できればと願っております．何卒ご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

 

石川 智弘 
生理学・細胞生物学講座 

細胞生理学分野 特命助教 

令和 2 年 4 月より南 康博教授の研究室でお世話になっております、石川智弘と申
します。現在の研究室に所属する以前は、横浜市立⼤学でがん細胞の浸潤・転移に
寄与することが知られるタンパク質分解酵素の一種である MMP について研究し
ており、MMP の新たな基質を明らかにし、その基質が切断されることが新たな機
能を獲得することを見出すなど、生化学的解析を主軸に研究を行っていました。現
在は南教授の下で非古典的 Wnt シグナルを制御する Ror1 に着目し、難治性がんに
おける Wnt-Ror シグナルについて代謝制御や幹細胞性制御に焦点を当て研究を
行っております。今後はオルガノイドやオミックス解析を駆使し、難治性がんにお
ける代謝リプログラミングの制御機構やがん微小環境との相互作用、幹細胞性獲
得、維持機構を明らかにすることで難治性がんの本態解明、予防や早期発見、診断
に貢献できるよう邁進して参ります。今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、何
卒よろしくお願い申し上げます。 

 

令和２年度は、「脳こころ分野」「創薬・医療機器分野」でメンバーの⼊替があり、それぞれ１名の PI が加わっ
た。また、「がん分野」には 1 名の特命助教を新規メンバーとして迎えた。 
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Ⅲ．⼀年間の活動紹介 

１．シグナル伝達医学研究展開センター・若手共同研究プロジェクト 

１）令和元年度研究進捗発表会 令和２年 11 月 4 日(水) リモート開催 
若手研究者の育成と共同研究の推進を目的として平成 29 年度に新たに立ち上げた「若手共同研究プロジェク

ト（競争的共同研究費助成）」の令和元年度採択者による研究進捗発表会を開催した。この発表会は、各課題の
中間審査も兼ねており、当センターのアドバイザリーボードにより、評価できる点、推進すべき点、疑問点等に
ついて貴重な助言をいただいた。 

新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から Zoom を利用したリモート会議の形式での開催となり、特
別講演の開催は中止となった。 

 
２）令和２年度第 3 回若手共同研究プロジェクト 

令和２年度「若手共同研究プロジェクト」の募集し、８件の応募があった。厳正な審査の結果、４組の共同
研究が採択された。 

令和元年度採択課題 
(新規）「腸内分泌細胞―神経コネクトミクス解析による腸内感覚の機能解明」 
発表者：佐藤 祐哉 研究代表者：佐藤 祐哉 共同研究者：⽥中 心和 

(継続）「T 細胞ヒト化マウスを用いたヒトヘルペスウイルス6B 病態解明とウイルス潜伏・再活性化モデルの作製」 
発表者：⻄村 光弘 研究代表者：⻄村 光弘 共同研究者：飯⽥ 理恵 

(新規）「新規 Ca2+バイオイメージング法の確立を通じた不動化による筋量減少機構のシグナル伝達解析」 
発表者：平⽥ 悠 研究代表者：平⽥ 悠 共同研究者：加藤 ⼤輔 

令和２年度採択研究課題 
(新規）「生体網膜イメージングにより切り拓く糖尿病網膜症の病態解明」 

研究代表者 上⽥ 香織（⼤学院医学研究科 外科系講座 眼科学分野） 
共同研究者 橘 吉寿（⼤学院医学研究科 生理学・細胞生物学講座 システム生理学分野） 

(新規）「ヒト ES 細胞モデル由来の⼤脳オルガノイドを用いた精神疾患の病態シグナル解析」 
研究代表者 白藤 俊彦（⼤学院医学研究科 生理学・細胞生物学講座 生理学分野） 
共同研究者 江口 典臣（⼤学院医学研究科 内科系講座 精神医学分野） 

(新規）「Hippo-YAP 経路によるメラノサイトの制御機構」 
研究代表者 ⻄尾 美希（⼤学院医学研究科 生化学・分子生物学講座 分子細胞生物学分野） 
共同研究者 福本 毅（⼤学院医学研究科 内科系講座 精神医学分野） 

(継続）「腸内分泌細胞―神経コネクトミクス解析による腸内感覚の機能解明」 
研究代表者 佐藤 祐哉（⼤学院医学研究科 神経分化・再生分野） 
共同研究者 ⽥中 心和（医学部付属病院 消化器内科学分野） 

令和２年度は、平成 29 年度に開始した若手研究者のための共同研究支援事業「若手共同研究プロジェク
ト」を実施し、４件の課題(継続課題 1、新規課題３)を採択した。11 月には同事業の令和元年度採択者によ
る研究進捗発表会をリモート開催した。12 月には今年度が第 1 回となるワークショップ“Emergence 
Conference”が開催された。令和 2 年 2 月にはリトリート「若手道場」、3 月には第 5 回神⼾⼤学・理研 BDR
合同シンポジウムがそれぞれ開催された。 
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２．第 14 回プロテインホスファターゼ国際集会 
令和 2 年 12 月 10 日(木)〜12 月 12 日(土) 会場：医学部会館シスメックスホール＋Web 開催 
 

2020 年 12 月 10 日-12 日の 3 日間、第 14 回プロテインホスファターゼ国際集会を日本プロテインホスファ
ターゼ研究会主催、シグナル伝達医学研究センター共催で神⼾⼤学医学部を会場に行いました。 

集会では＜基礎研究と臨床研究の融合＞をテーマに、医学・薬学分野、さらには製薬企業の国内外各分野の
第一線の著名な研究者（Benjamin Neel 博士、Nicholas Tonks 博士、畠⼭正則博士、中釜⻫博士、菅裕明博士な
ど）を欧米・アジアより集め、ホスファターゼの分子機構と破綻病態に関する基盤研究や治療・創薬をめざした
トランスレーショナル・リサーチの成果を発表・討論することで、国境と分野を超えた最新の一線の知識の習
得と、新たな共同研究が生まれる機会を提供しました。 

コロナ禍の影響で、real＋virtual-style のハイブリッド方式での開催となりましたが、海外から 50 名、国内か
ら 120 名の参加を得て活発な会議を行うことができました。また７名（うち 4 名は女性）の Young investigator 
award も設け、表彰も行いました。 

 

(鈴木 聡 ⼤学院医学研究科分子細胞生物学分野 教授) 
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３．ワークショップ Emergence Conference   
令和 2 年 12 月 12 日(土) リモート開催 

 
令和 2 年度、CSMI の新たな試みとして、若手教員・⼤学院生を主な 

対象とする会合を企画することとなり、この新しい集まりの名称を、 
”Emergence Conference”としました。 

砂丘に美しく現れる砂紋（sand ripple）を個々の砂粒の観察からイメー
ジすることはできないように、集合体がその構成要素の単純な総和とは
全く異なる姿や意義をもって現れる例が私たちの成果世界には沢⼭あり
ます。このような現象は、”Emergence”とよばれる概念で捉えることが可
能です。Emergence Conference では、本会が新たな共同研究が生まれる
契機となることを企図しました。 

 
 第 1 回 Emergence Conference は テーマを ”New Methodology for Medical Research”としました。このテー
マのもと、研究手法の紹介に主眼を置いた 5 つのレクチャー(含 特別講演：京都⼤学 塩川雅広先生)に８０名
を超える参加者があり、内３２名は数名のグループに分かれて具体的な研究計画を立案するグループワークも
行いました。 

 科学技術科学技術イノベーション研究科先端医療学分野 
医学研究科 iPS 細胞応用医学分野 教授 
 

PROGRAM 
9：50 Opening Remarks 

⻘井 貴之 科学技術科学技術イノベーション研究科先端医療学分野 
医学研究科 iPS 細胞応用医学分野 教授 

10：00 Session 1 座⻑：上原慶一郎 医学部附属病院病理診断科 助教 
1）質量分析を用いたオミクス―プロテオミクス・メタボロミクス・リピドミクス解析 
篠原 正和 ⼤学院医学研究科質量分析総合センター/地域社会医学・健康科学講座疫学分野 准教授  
2) クライオ電子顕微鏡を用いた高分解能構造解析 
今崎 剛 ⼤学院医学研究科生体構造解剖学分野 特命助教 

11：00 Session 2 座⻑：福本 毅 医学研究科皮膚科学分野 助教 
1）鶏卵漿尿膜培養の現状と課題 
三浦 賢仁 医学部附属病院呼吸器外科 非常勤医師/iPS 細胞応用分野 ⼤学院生 
2）次世代シークエンサーを用いたオミクス解析 
千原 典夫 医学部附属病院脳神経内科 助教/谷口 将之 ⼤学院医学研究科薬理学分野 特命助教 

12：00 Break 
12：10 Group Work(First half)・自己紹介・研究計画の方向性検討 

13：00 特別講演 座⻑：⻘井 貴之 
一般的なスクリーニング方法では発見できない自己抗原同定方法 
塩川 雅広 京都⼤学医学部附属病院消化器内科特定病院助教 

13：50 Break 
14：00 Group Work（Second half）研究計画の策定・発表資料作成 

15：20 Group Work の発表と討論 

16：20 Closing Remarks 
南 康博 シグナル伝達医学研究展開センター センター⻑ 

⻘井 貴之 
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４．CSMI リトリート「若手道場」 
令和３年 2 月 5 日〜2 月 6 日 リモート開催 

 
シグナル伝達医学研究展開センター・リトリート「若手道場」は、令和 3 年 2 月 4 日から 5 日にかけて、仁

⽥亮オーガナイザーのもと、生体構造解剖学分野の若手教員を中心とした実行委員会による運営で実施された。
平成 30 年度にはじまった若手道場は、当センターに所属する若手研究者を中心に、発表、交流、相互理解を深
める場を提供することにより研究者間の連携を強化するとともに、あらたな共同研究の創出ならびに組織の活
発化を目的としており、本年が 3 回目の開催となる。今年度は COVID-19 の影響により、例年のような対面に
よるものではなく、オンラインによる開催となったが、その利点を活かし広く参加を募った結果、普段は参加
がむずかしい若手研究者も参加可能となり、総勢 75 名と過去最⼤の参加者数となった。外部講師による特別講
演では、１日目は東京⼤学定量生命科学研究所 胡桃坂仁志先生、２日目には熊本⼤学/国際先端医学研究機構
卓越教授・シンガポール国立⼤学医学部教授 須⽥年生先生をそれぞれお招きしてご講演を賜った。両日とも特
別講演後にフランクな話をする場として情報交換会の場を設けた。 

  
本会は若手研究者、博士および修士課程の⼤学院生に研究発表やセッションでの座⻑を務める機会を設ける

ことにより、主体的に会に参加してもらうこと、研究発表を通して相互理解を深めることを目的としている。
そのため、発表希望者にはできる限り口頭発表を行ってもらうようにし、その結果 22 演題の発表を行うことと
なった。どの発表もクオリティが非常に高く、各演者が十分に準備してきたことが伺えた。また、今年度も最優
秀プレゼンテーション賞を設け、各日、修士、博士の発表者から１名ずつ優秀な発表者を選出し、合計 4 名が
受賞した。 
 

2 日目には、昨年度実施して好評であったグループディスカッションを行い、自由なテーマで研究やキャリア
パス、研究での悩みなどについて議論・意見交換を行った。ここでも活発な議論・意見交換が行われ、若手の相
互理解という本会の目的を達成できたと思われる。 
 1 日目の特別講演では、東京⼤学定量生命科学研究所 胡桃坂仁志先生には「エピジェネティクスの基盤とし
てのクロマチン構造とダイナミクス」という演題で最新の研究成果をご講演頂いた。研究成果はもちろんであ
るが、他にも印象的なことが２点あった。１つ目は研究における先行研究の追試の重要性である。胡桃坂先生
は、追試が先行研究と同じ結果にならないときに、その違いの中に新しいサイエンスがある、ということを強
調されていた。追試を既に行われた研究と同じことを行っても再現性の有無の確認のみで、新規性はほとんど
ない、と捉えていた私にとって、この考え方は「目から鱗」であった。２つ目は、⼈と同じことをやらずに、
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ちょっと地道な研究を行うことが、のちに日の目を見て現在に至っている、という胡桃坂先生の現在までの研
究キャリアの道のりである。研究の信念を伺い、良い研究の裏にはしっかりとした考えがあるということが非
常に印象的であった。 

 
  

演題⼀覧 

２⽉４⽇ 

腸内分泌細胞-神経間ネットワークの分子的細胞学的解析 
Molecular and cellular elucidation of enteroendocrine cell-neural network 
A point mutation in the Ret gene, Ret (S812F), causes Hirschsprung’s disease and kidney agenesis in a dominant-negative fashion 
脳内炎症によりアストロサイトが多様な機能を発揮する分子機構の解析  Role of Hippo pathway in mouse salivary glands 
肺腺がん細胞の浸潤におけるWnt5a-Ror1-Rif シグナルの機能解析 
Analysis of the molecular mechanism underlying how inflammation induces various functions in astrocytes in the pathological brain 
線条体の神経伝達異常が運動制御に及ぼす影響   Abnormal striatal neurotransmission induces involuntary movements 
脳損傷修復過程におけるRor2 を介したNrf2 の活性制御機構の解析 
Molecular mechanism of Ror2-mediated activation of Nrf2 during repair following brain injury 
神経膠芽腫の悪性進展に関わるRor1 の発現誘導機構の解析 
Molecular mechanism regulating expression of Ror1 during malignant progression of glioblastoma 
クロマチンリモデリング因子BRM はTGFβ-Smad シグナルを介して造血幹細胞の静止期を維持する 
The chromatin remodeling factor BRM maintains the hematopoietic stem cell quiescence via TGFβ-Smad signaling 
腸上皮細胞の増殖・分化制御におけるCD47 の役割 
Role of CD47 in the regulation of proliferation and differentiation of intestinal epithelial cells 
乳癌におけるHippo 経路の機能解析  The role of Hippo pathway in breast cancer 
Hepatitis C virus NS5A promotes lysosomal degradation of DGAT1 protein 
情動性脳領域・島皮質を介した社会性神経ネットワークの調節機構 
The mechanism underlying modulation of social brain circuit via insular cortex 
細胞のモザイクパターン形成における接着構造の非対称性  Asymmetry of adhesion structures in mosaic cellular patterning 

２⽉5 ⽇ 
肺腺がん細胞の浸潤におけるRor1-Rif シグナルの機能解析 
Functional analysis of Ror1-Rif signaling of lung adenocarcinoma cell invasion 
B 細胞の生存制御におけるCD47 の役割  The role of CD47 in the regulation of B cell survival 
微小管架橋因子(MTCL-1)による微小管安定化機構 
Structural mechanisms of microtubule stabilization by microtubule cross-linking factor 1 (MTCL-1) 
新規SIRPα結合環状ペプチドによるCD47-SIRPα結合阻害機構の構造生物学的解析 
Structural mechanism underlying the inhibition of the CD47-SIRPα interaction by a novel SIRPα-binding macrocyclic peptide 
B 型肝炎ウイルスX 蛋白質は、Nrf2/ARE シグナル経路を活性化し、抗酸化応答を誘導する 
Hepatitis B virus X protein induces antioxidant response via activation of Nrf2/ARE signaling pathway 
c-Src を介したKIF1C のリン酸化は浸潤突起の伸⻑を制御する 
c-Src-mediated phosphorylation of KIF1C regulates elongation of invadopodia in cancer cells 
間葉系幹細胞による低分化型胃癌細胞の進展促進作用におけるRor ファミリー受容体の機能解析 
Functional analysis of Ror family receptors for the promotion of poorly differentiated gastric cancer cells by mesenchymal stem cells. 
Kinesin Like Protein 12 による微小管伸⻑調節メカニズムの構造生物学的解明 
Structural basis of microtubule dynamics regulation by Kinesin Like Protein 12 
ISGylation of HBx protein confers the pro-viral effects on HBV replication and resistance to interferon (IFN)-response 
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 2 日目の特別講演では、熊本⼤学/国際先端医学研究機構卓越教授・シンガポール国立⼤学医学部教授 須⽥年
生先生に「造血幹細胞研究の新展開」という演題でご講演頂いた。最新の研究成果はもちろんのこと、須⽥先生
が臨床医からどのようにして基礎医学研究者への道を歩むようになったのか、そして現在、熊本⼤学・シンガ
ポール国立⼤学でどのようなことを行われているのかといった、普段聞くことができない話まで盛り込んでご
講演頂いた。講演、情報交換会を通じ、研究留学を含めた国際交流についての話が非常に印象的であった。須⽥
先生は⺟校横浜市立⼤学の医学部２年生を研究留学でシンガポール国立⼤学へ受け⼊れている。彼らが日本と
は異なる研究や文化に触れることにより、たくましく成⻑していっていることから、早い段階からの国際交流
の重要性を述べられていた。また、熊本⼤学国際先端医学研究機構では、若手 PI に独立した研究室を持たせ、
多数の研究の芽を育てるため、「インキュベーションセンター」の構築を目指しているという、日本では非常に
希な面白い取り組みの紹介があった。どちらの特別講演でも、若手参加者から非常に活発な質問があった。 

 
本会の最後にセンター⻑の南康博教授より、本会を通した若手研究者間の交流、研究発展を来年以降も継続

してほしい、との総評を頂き、好評のうちに閉幕した。 
 

(今崎剛 生理学・細胞生物学講座 生体構造解剖学分野 特命助教) 
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５．第３回神⼾⼤学―理研 BDR 合同シンポジウム 
令和３年３月２２日 リモート開催 

 
令和２年３月に計画されていた合同シンポジウムが新型コロナウイルス感染拡⼤の影響で中止、１年延期さ

れ、ようやくオンラインで開催された。令和元年度末で研究室を閉じられた竹市雅俊先生（前 CDB センター⻑）
に keynote をお願いした。神⼤、BDR からそれぞれ３名のスピーカー、すなわち高橋裕（奈良県立医科⼤学に
教授として栄転）、北岡志保（兵庫医科⼤学に教授として栄転）、児玉裕三各先生と兪史幹、平谷一郎、宮道和成
（いずれも神⼤客員教員）各先生から基礎から臨床に至る幅広いテーマの話題が提供された。またポスターも
それぞれ９、１０題、計１９題の発表があった。さらにオンラインの利点というかシンポジウムには計１３３
名の参加があった。終わったあとは、双方で同じ食べ物・飲み物を用意してのオンライン情報交換会、竹市先生
も参加して頂けそうだったのに remo の調子が悪くて？残念。オンラインミーティングに慣れた我々にとって、
プレゼン情報を得るという点では充分なものの、やはり相互の交流という意味では、対面に勝るものはないと
思うのは年寄りの独り言か。。。） 

 

 
 

  

The 3rd Kobe U - RIKEN BDR Joint Symposium — Development and Disease ― 
13:00 Opening Remarks 
13:05 Yasuhiro Minami (Kobe U) 

  Chair: KU Fumi SHIMA 
13:05 Erebosis: an unprecedented phenomenon in the gut of Drosophila 
13:35 Sa Kan Yoo (RIKEN BDR) 
13:35 Innovative challenges of disease modeling for congenital and autoimmune diseases using induced pluripotent 

stem cells 
14:05 Yutaka Takahashi (Nara Medical University) 
14:05 Unraveling the genome organization through DNA replication studies 
14:35 Ichiro Hiratani (RIKEN BDR) 
14:35 Coffee Break  30 breakout rooms (Speakers, Posters, and 5 free rooms) 

  Chair: Ichiro Hiratani 
14:50 Roles of chronic stress-induced inflammation in the brain and the periphery 
15:20 Shiho Kitaoka (Kobe U) 
15:20 Neural Circuit Dynamics in Life-stage Transition to Parents 
15:50 Kazunari Miyamichi (RIKEN BDR) 
15:50 Identification of a target antigen in autoimmune pancreatitis 
16:20 Yuzo Kodama (Kobe U) 
16:20 Coffee Break 30 breakout rooms (Speakers, Posters, and 5 free rooms) 

  Chair: Toru Takumi 
16:35 Keynote Lecture 

  Complex roles of cell junctions in cancer 
17:25 Masatoshi Takeichi (RIKEN BDR) 
17:25 Closing Remarks 
17:30 Eisuke Nishida (Riken BDR) 
17:30 Drink and Poster 30 breakout rooms  



11 
 

Ⅳ．業績⼀覧 

１．共同研究・受託研究・イノベーションの創出に資する成果 

 

区 分 件 数 ⾦ 額(千円) 

共同研究 36 234,204 

受託研究 47 602,718 

特許登録 6  
 
２．主要論文一覧 

※(国)：国際共著論文 
[がん分野] 
Hiroki Sakamoto, Yu-ichiro Koma, Nobuhide Higashino, Takayuki Kodama, Kohei Tanigawa, Masaki Shimizu, Masataka Fujikawa, Mari
Nishio, Manabu Shigeoka, Yoshihiro Kakeji, Hiroshi Yokozaki PAI-1 derived from cancer-associated fibroblasts in esophageal 
squamous cell carcinoma promotes the invasion of cancer cells and the migration of macrophages. Laboratory 
Investigation,101(3):353-368, 202103.doi:10.1038/s41374-020-00512-2 
Shihori Tanabe, Sabina Quader, Ryuichi Ono, Horacio Cabral, Kazuhiko Aoyagi, Akihiko Hirose, Hiroshi Yokozaki, Hiroki Sasaki
Molecular Network Profiling in Intestinal- and Diffuse-Type Gastric Cancer. Cancers,12(12):3833-3833, 
20201218.doi:10.3390/cancers12123833 
Takayuki Kodama, Yu-ichiro Koma, Noriaki Arai, Aya Kido, Naoki Urakawa, Mari Nishio, Manabu Shigeoka, Hiroshi Yokozaki CCL3–
CCR5 axis contributes to progression of esophageal squamous cell carcinoma by promoting cell migration and invasion via Akt and 
ERK pathways. Laboratory Investigation,100(9):1140-1157, 20200526.doi:10.1038/s41374-020-0441-4 
(国)Tomohiko Maehama, Miki Nishio, Junji Otani, Tak Wah Mak, Akira Suzuki The role of Hippo-YAP signaling in squamous cell
carcinomas. Cancer Science,112(1):51-60, 202101.doi:10.1111/cas.14725 
(国)Miki Nishio, Yoko To, Tomohiko Maehama, Yukari Aono, Junji Otani, Hiroki Hikasa, Akihiro Kitagawa, Koshi Mimori, Takehiko
Sasaki, Hiroshi Nishina, Shinya Toyokuni, John P. Lydon, Kazuwa Nakao, Tak Wah Mak, Tohru Kiyono, Hidetaka Katabuchi, Hironori 
Tashiro, Akira Suzuki Endogenous YAP1 activation drives immediate onset of cervical carcinoma in situ in mice. Cancer 
Science,111(10):3576-3587, 202010.doi:10.1111/cas.14581 
(国)Takako Ooshio, Masahiro Yamamoto, Kiyonaga Fujii, Bing Xin, Kenji Watanabe, Masanori Goto, Yoko Okada, Akira Suzuki, Josef
M. Penninger, Hiroshi Nishina, Yuji Nishikawa Hepatocyte MKK7 Contributes to Restoration of the Liver Parenchyma Following Injury. 
Hepatology, 20200923.doi:10.1002/hep.31565 
Koki Kamizaki, Mitsuharu Endo, Yasuhiro Minami, Yasuhiro Kobayashi Role of noncanonical Wnt ligands and Ror-family receptor
tyrosine kinases in the development, regeneration, and diseases of the musculoskeletal system. Developmental dynamics: an 
official publication of the American Association of Anatomists,250(1):27-38, 202101.doi:10.1002/dvdy.151 
(国)Misuzu Hashimoto, Ayako Kumabe, Jun-Dal Kim, Kazuya Murata, Sowmya Sekizar, Anna Williams, Weizhe Lu, Junji Ishida, 
Tsutomu Nakagawa, Mitsuharu Endo, Yasuhiro Minami, Akiyoshi Fukamizu Loss of PRMT1 in the central nervous system (CNS) 
induces reactive astrocytes and microglia during postnatal brain development. Journal of neurochemistry, 
20200816.doi:10.1111/jnc.15149 
Taro Ikeda, Michiru Nishita, Kyoka Hoshi, Takashi Honda, Yoshihiro Kakeji, Yasuhiro Minami Mesenchymal stem cell-derived CXCL16
promotes progression of gastric cancer cells by STAT3-mediated expression of Ror1. Cancer science,111(4):1254-1265, 
202004.doi:10.1111/cas.14339 
Takashi Matozaki, Takenori Kotani, Yoji Murata, Yasuyuki Saito Roles of Src family kinase, Ras, and mTOR signaling in intestinal
epithelial homeostasis and tumorigenesis. Cancer science,112(1):16-21, 202101.doi:10.1111/cas.14702 
Taichi Nishimura, Yasuyuki Saito, Ken Washio, Satomi Komori, Datu Respatika, Takenori Kotani, Yoji Murata, Hiroshi Ohnishi, Satoshi
Mizobuchi, Takashi Matozaki SIRPα on CD11c+ cells induces Th17 cell differentiation and subsequent inflammation in the CNS in 
experimental autoimmune encephalomyelitis. European journal of immunology,50(10):1560-1570, 202010. doi: 
10.1002/eji.201948410 
Daisuke Hazama, Yizhen Yin, Yoji Murata, Makoto Matsuda, Takeshi Okamoto, Daisuke Tanaka, Naohiro Terasaka, Jinxuan Zhao, 
Mariko Sakamoto, Yuka Kakuchi, Yasuyuki Saito, Takenori Kotani, Yoshihiro Nishimura, Atsushi Nakagawa, Hiroaki Suga, Takashi 
Matozaki Macrocyclic Peptide-Mediated Blockade of the CD47-SIRPα Interaction as a Potential Cancer Immunotherapy. Cell 
chemical biology,27(9):1181-1191, 20200917.doi: 10.1016/j.chembiol.2020.06.008 
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